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山梨県では、昨年度「山梨県男女共同参画

推進条例」を制定するとともに、平成18年度

までの５年間を計画期間とする「山梨県男女

共同参画計画」を策定しました。この条例と

計画のスタートの年である本年度、多くの人

たちに男女共同参画に関する関心と理解を深

めていただくために、６月と９月にフォーラ

ムを開催しました。

いずれのフォーラムも、実行委員会に企

画・運営の中心となっていただきました。実

行委員会には、女性団体ばかりでなく教育関

係や福祉関係の団体、商工団体、労働団体、

マスコミなど63団体に参加していただき、男

女が共に企画・運営し、参加するフォーラム

をめざしました。

男女共同参画推進県民フォーラム

６月７日（金）には、県民文化ホールにお

いて、条例が定めた男女共同参画推進月間の

メイン行事として『男女共同参画推進県民フ

ォーラム』を開催しました。当日は、700人

を超える参加があり、天野山梨県知事及び飯

窪実行委員長の主催者あいさつに続き、男女

共同参画の推進に積極的に取り組んでいる県

民や事業者、団体の表彰などが行われました。

休憩をはさみ“ピアノとフルートの合奏”

（依田フルート）を楽しんだ後、「未来をひら

くパートナーシップ」と題して、歌手の千葉

紘子さんとアナウンサーの宮本隆治さんによ

るトーク＆トークが行われ、男女共同参画を

推進することの必要性・重要性についての理

解を深めていただきました。

千葉紘子さんと宮本隆治さんによるトーク＆トーク
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９月17日（火）と18日（水）の両日には、

国の男女共同参画推進本部・内閣府と山梨県

の主催により甲府市内において、県内外から

延べ約1,500人（17日1,000人、18日500人）の

参加を得て『男女共同参画フォーラム IN や

まなし』を開催しました。

17日には、江利川内閣府大臣官房長、天野

山梨県知事による主催者あいさつに続き、国

の男女共同参画推進本部報告、有馬真喜子さ

んによる「21世紀－男女共同参画社会の実現

を目指して－」と題する基調講演の後、４つ

の分科会に分かれて熱心な討議が行われまし

た。また、18日には、パネルディスカッショ

ン形式による分科会報告及び全体討論を行っ

た後、最後に瀬地山　角さんによる特別講演

「お笑いジェンダー論」で二日間の幕を閉じ

ました。

男女共同参画フォーラムINやまなし

■第一分科会 ■第二分科会

■第三分科会 ■第四分科会
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（敬称略）

男女共同参画の推進に積極的に取り組んでいる県民、事業者、団体を県が表彰するもので、

６月７日の男女共同参画推進県民フォーラムにおいて、次の方々を表彰しました。

・前田　啓子（甲府市）：ボーイスカウト山梨連盟の役員として、また、現役指導者として、
男女が共に参画する活動を実践している。

・大久保公雄（石和町）：石和町の男女共同参画プラン策定や事業推進に当たり、住
民の立場から皆の中心となり積極的な役割を果たしている。

・山田　　眸（大月市）：女性団体のリーダーとして活躍するとともに、大月市女性プラン
の策定及び推進に積極的に取り組んでいる。

・㈱信玄食品（社長：中村和子　塩山市）
性別にかかわりなく働く者の能力や意欲を

評価し、女性の職域拡大に努めるなど、男

女ともに能力を発揮できるよう会社全体で

積極的に取り組んでいる。

・^国際婦人教育振興会山梨支部会
（会長：深澤勢子）

女性教育指導者の海外派遣を通じ、多くの女性リーダーを養成するとともに、国際社会の

動きに対応した講演会の開催等、男女共同参画推進のための活動を行っている。

〈キャッチフレーズ入選者〉（敬称略）
男女共同参画社会の実現に向け、県民の意識高揚を目的に男女共同参画社会にふさわしいキ

ャッチフレーズを募集しました。多数の応募作品の中から、次の方々の作品が選ばれました。

最優秀賞：男
ひと

と女
ひと

結ぶ絆で　甲斐
く に

づくり 野澤みどり（韮　崎　市）

優 秀 賞：“男
ひと

と女
ひと

” 笑顔で築く参画社会 小寺　光雄（三　重　県）

入　　賞：家庭で、職場で男女
ふたり

で築くユートピア 細田　晃造（都　留　市）

みとめあい　生きる男女の参画社会 石井　直江（韮　崎　市）

男
あなた

と女
わたし

もっと話し合い　ジェンダーフリーの明るい家庭 石場　正敏（山　梨　市）

男
ひと

と女
ひと

一緒に変えよう　社会観 古屋　園子（甲　府　市）

妻
ひと

と夫
ひと

家事も育児も　分け合おう 加賀美　哲（甲　府　市）

信じ合う　男女
ひ と

が育てる　平等社会 浅川　正次（韮　崎　市）

男女
ひ と

の輪と絆が結ぶまちづくり 井上　真弓（韮　崎　市）

創ろうよ　個性が光る　生き生き社会 浅川　末子（韮　崎　市）

二人でやるじゃん　畑仕事も　子育ても 依田　昌子（市川大門町）

女
ひと

と男
ひと

共に支える　明るい社会 輿水　　栄（須　玉　町）

県民表彰

事業者表彰

団体表彰
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男女共同参画の推進に関する重要事項について知事の諮問を受けて調査審議したり、知事に

意見を述べる山梨県男女共同参画審議会が設置されました。この審議会は、山梨県男女共同参

画推進条例第22条に基づき設置された知事の附属機関で、公募委員３人を含む15人の委員で構

成されています。条例により委員の男女比は男女いずれも40％未満とならないものとされてお

り、女性８人、男性７人となっています。

５月10日に委嘱式が行われ、委員一人ひとりに天野知事から委嘱状が手渡されました。その

後、第１回審議会が開かれ、会長に古屋繁子委員、会長代理に梶原等委員を選出するとともに、

苦情処理に関し調査審議を行う部会のメンバーには、飯窪さかえ委員、新弘江委員、湯川益英

委員を指名しました。

山梨県男女共同参画審議会委員（平成14年５月10日～平成15年５月９日）

（50音順）

職業・役職等氏　　名職業・役職等氏　　名

公募委員玉川　秀城山梨県女性団体協議会会長飯窪さかえ

連合山梨副会長萩原　雄二 山梨県立女子短期大学教授池田　政子

公募委員深澤寿々子山梨県私学協会会長伊藤　　信

元山梨県立総合女性センター館長古屋　繁子弁護士梶原　　等

山梨県商工会議所連合会参与丸茂　紀彦公募委員桜林いさを

子育て支援ネットワーク
ママネットやまなし代表

宮沢　由佳
ＪＡ山梨女性部協議会会長清水一二三

弁護士新　　弘江

山梨学院大学教授湯川　益英山梨県中小企業団体中央会副会長滝沢　　守

『男女共同参画課』新設！

平成14年４月１日、山梨県に『男女共同参画課』が誕生しました。

・場　所：〒400－8501 甲府市丸の内１－６－１　県庁別館３階

・TEL：055－223－1358 Fax：055－223－1335 E-mail：danjo@pref.yamanashi.jp

・1978（昭53） 県民生活局に婦人問題担当窓口を設置

・1980（昭55） 青少年婦人対策課を設置

・1985（昭60） 青少年婦人対策課を青少年婦人課に改称

・1992（平４） 青少年婦人課を青少年女性課に改称し、同課内に女性政策室を設置

・2002（平14） 青少年女性課を青少年課に改称し、男女共同参画課を新設

MEMO
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男性も46人

山梨県では、平成５年に「女性いきいきア

ドバイザー制度」（市各２人、町村各１人の

計71人）を発足させ、地域における男女共同

参画の推進に取り組んできましたが、男女共

同参画課が新設され、「山梨県男女共同参画

推進条例」及び「山梨県男女共同参画計画」

のスタートの年である平成14年度に、この

「女性いきいきアドバイザー制度」を引き継

ぎ充実させる形で、「男女共同参画推進リー

ダー制度」を新設しました。

男女共同参画推進リーダーは、各市町村２

人ずつの計128人（欠員２人）に委嘱しまし

た。第１期の男女共同参画推進リーダーの皆

さんは次のとおりですが、地域の皆さんや市

町村と連携を取りながら、男女共同参画推進

のために活躍をお願いします。

男女共同参画推進リーダー

第１期　男女共同参画推進リーダー

氏　　　名市町村名氏　　名市町村名氏　　名市町村名氏　　名市町村名
一條　はる

武 川 村
川口あき子

増 穂 町
日原貴美保

三 富 村
長田　知子

甲 府 市
日向　　勝土屋　　一岡部　勇輝古屋　敏子
渡辺　良子

富士吉田市
村松　正江

鰍 沢 町
山中太恵子

勝 沼 町
滝川　美幸

竜 王 町
滝口　龍子依田　正文村松　　剛樋川　俊彦
佐藤　秀子

都 留 市
深澤きよ子

中 富 町
塩野　洋子

大 和 村
武井　由美

敷 島 町
外川　秀明深沢　　齊古田　豊彦但田　元秀
井上　綾子

秋 山 村
早川　和子

早 川 町
岩間　佳子

石 和 町
有泉とし江

玉 穂 町
志村　行雄望月　敏明長田　憲明鷹野　和也
佐藤　丸子

道 志 村
千須和百合子

身 延 町
石原　道子

御 坂 町
五味　昭子

昭 和 町
水越　明子河井　　淳塚越　朝英立川　聖子
渡邊　真弓

西 桂 町
望月　立子

南 部 町
野澤　初美

一 宮 町
藤巻　玲子

田 富 町
渡辺　正一佐野　敏明鮫谷　陸雄笠井　孝子
上名をさみ

忍 野 村
久保田恵子

富 沢 町
鈴木　因子

八 代 町
竹上　和子

八 田 村
天野　隆仁城内　千春斉藤　政富
高村　初子

山 中 湖 村
山本　好子

韮 崎 市
中村　桂子

境 川 村
中澤　淳子

白 根 町
羽田　昭徳北澤　貴子宮川美代子川口　隆則
高橋佐知代

河 口 湖 町
保坂ヨシ子

双 葉 町
長岡　　好

中 道 町
武内しずゑ

芦 安 村
穂阪　四郎芦澤　義一米山　光郎
小佐野榮子

勝 山 村
宮川　久子

明 野 村
芦沢　梅子

芦 川 村
山本三重子

若 草 町
倉沢　康栄篠原　勝男宮川　厚子吉澤　光之
三浦　信子

足 和 田 村
勝川　信子

須 玉 町
小沢　末子

豊 富 村
中込ゆり子

櫛 形 町
渡辺　秀樹内藤　律子伊藤　美子花輪　　進
渡辺　成子

鳴 沢 村
跡部　久代

高 根 町
青柳　瑞代

上九一色村
松野由美子

甲 西 町
渡辺　通人日向　万仁小澤　勝子保坂　三男
小林よしを

大 月 市
清水　令美

長 坂 町
若狭　妙子

三 珠 町
古屋富貴恵

塩 山 市
梶原美千子瀬戸　龍徳保坂　衣子古屋　和子
溝呂木百合

上 野 原 町
藤森　淳美

大 泉 村
一瀬　絲子

市川大門町
雨宮　悦子

山 梨 市
豊泉　嘉伸菅原　良泰立川　正雄中島きよ子
古屋五月野

小 菅 村
佐藤　幸子

小 淵 沢 町
渡邊アヤ子

六 郷 町
上矢　瑛子

春 日 居 町
佐藤　明徳中山　壽弘深沢新次郎三科　一彦
吉野　松見

丹 波 山 村
小池さく子

白 州 町
小林　保枝

下 部 町
古屋　恵子

牧 丘 町
廣瀬　俊之原　　堅志伊藤　国一武井今朝昭

※推進リーダーと連絡を取りたいときには、市町村の担当窓口又は男女共同参画課におたずねください。
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地域の取り組み

高根町では、９月議会において「高根町男女がともに歩む豊かなまちづくり条例」を

制定し、10月１日から施行しました。条例は16条からなり、基本理念、町や住民、事業

者等の責務、性別による人権侵害の禁止、表現上の留意事項等について規定しています。

県内の市町村では、既に、都留市（H12.３月）、身延町（H12. 10月）が条例を制定し

ており、石和町や甲府市などいくつかの市町村で、条例制定に向けての取組が続けられ

ています。

高根町が条例制定

去る７月、県内市町村において農業委員の統一選挙が行われ、女性の農業委員が29市

町村で計50人（選挙12人、選任38人）になりました。全体（1,200人）に占める割合は

4.2％ですが、前回平成11年の改選後の16人に比べると大幅に増えており、農村や農業の

分野においても、着実に女性の社会参画が進んでいることが伺えます。

※「ヒューマンプラン」における数値目標：64人（Ｈ18年度末）

男女共生を進めるパフォーマンスフェスティバル実行委員会（玉川秀城代表）は、平

成14年度文部科学省委託「女性のエンパワーメントのための男女共同参画学習促進事業」

として、様々な団体と連携しながら県内各地でパフォーマンスフェスティバルを開催し

ています。

既に終了したものもありますが、開催日時等は次のとおりです。

・上野原フェスティバル：平成14年10月22日（火） 上野原町役場

・昭和町フェスティバル：平成14年10月26日（土） 昭和町総合会館

・鳴沢村フェスティバル：平成14年11月16日（土） 鳴沢村エポックホール

・一宮町フェスティバル：平成14年11月23日（土） いちのみや桃の里ふれあい文化館

・牧丘町フェスティバル：平成14年11月24日（日） 牧丘町文化ホール

※いずれも13：00開場、13：30開演です。

※詳しくは、電話055－275－6488（玉川）まで

女性農業委員が50人に

男女共生を進めるパフォーマンスフェスティバル
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（少國民社納）

企画／発行　山梨県企画部県民室男女共同参画課　　〒400-8501 甲府市丸の内1-6-1 1（055）223-1358

☆山梨県男女共同参画課のホームページで山梨県男女共同参画推進条例や山梨県男女共同参画計画の
内容をはじめ男女共同参画社会に関する情報がご覧いただけます。

http://www.pref.yamanashi.jp/kikaku/danjo/sankaku

Ｉ　Ｎ　Ｆ　Ｏ　Ｒ　Ｍ　Ａ　Ｔ　Ｉ　Ｏ　Ｎ

お　知　ら　せ

男女共同参画社会づくり
フォーラム

誰もが、性別にかかわりなく、自らの意思
により、その個性と能力を十分に発揮するこ
とのできる男女共同参画社会づくりを進める
ため、県内各地において実行委員会が中心と
となって「男女共同参画社会づくりフォーラ
ム」を開催します。
■ 甲府地区
・平成14年12月１日（日） 午後１時～
・山梨県立総合女性センター
■ 東八地区
・平成14年11月13日（水） 午後１時15分～
・石和スコレーセンター
■ 西八地区
・平成14年11月９日（土） 午後１時30分～
・六郷町公民会館
■ 南巨摩地区
・平成14年12月７日（土） 午後１時～
・峡南女性センター
■ 北巨摩地区
・平成14年11月６日（水） 午後１時30分～
・高根町ふれあい交流ホール
※中巨摩地区、東山地区、南都留地区、北都
留地区については、現時点では、開催日時、
場所等は未定です。

女性に対する暴力根絶のための
シンボルマークができました

内閣府では、DVや

セクハラ、ストーカー

行為等の女性に対する

暴力根絶のためのシン

ボルマークを作成しま

した。

このシンボルマーク

は、女性が腕をクロス

させた姿を描いており、女性の表情、握り

しめたこぶし、クロスさせた腕により、女

性対する暴力を断固として拒絶する強い意

志を表しています。

総合女性センターでは、「女性総合相談」を開設し
ています。
◇開設時間　火曜日から日曜日の午前９時～午後５時

●相談専用電話　055－237－7830
（甲府市朝気１－2－2）

条例や計画の説明会開催

県では、各女性センターや各地域におい

て、本年度がスタートの年である条例や計

画を中心とした男女共同参画についての説

明会を開催しています。これまで、要望を

受け、十人前後の学習会から数百人規模の

研修会まで合計24回、延べ3,000人余りを対

象とした説明会を開催しました。

土曜日や日曜日、平日の夜などでも、要

望があれば職員を派遣しています。詳しく

は、男女共同参画課（℡ 055-223-1358）ま

でお問い合わせください。

『やまなし女性人材バンク』
への登録を

県では、あらゆる場への女性の積極的な登
用をすすめるため、多方面で活躍している女
性や専門知識・技能を有している女性に登録
していただき、県、市町村等が女性の人材を
必要とするときに情報の提供を行っています。
個人の応募又は企業や団体等からの推薦に

基づき登録を行っています。詳しくは、男女
共同参画課（TEL055－223－1358）までお問
い合わせください。


